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(57)【要約】
【課題】プリンターの紙止め棚が印刷用紙トレーと干渉
せずに、正常的に閉めることができる紙止め棚の固定装
置を提供すること。
【解決手段】本発明に係る紙止め棚の固定装置は、第一
トレーと、前記第一トレーに装着される第二トレーと、
前記第二トレーに回転可能に枢着される紙止め棚と、前
記第二トレーにスライド可能に装着されるスライド板と
、を備える。前記第二トレーが第一方向に沿って前記第
一トレーに近づく方向に向かって運動される時に、前記
スライド板は前記第二トレー上で前記第一方向と反対の
第二方向に沿ってスライドし、これにより、前記スライ
ド板は、前記紙止め棚を押し動かして、前記紙止め棚を
前記第二トレーの周りで前記第一トレーに近づく方向へ
運動させ、前記第二トレーが前記第一トレーの中に収容
されると、前記紙止め棚は、前記第一トレーと前記第二
トレーとの間に収容される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一トレーと、前記第一トレーに装着される第二トレーと、前記第二トレーに回転可能
に枢着される紙止め棚と、を備える紙止め棚の固定装置であって、
　前記紙止め棚の固定装置は、前記第二トレーにスライド可能に装着されるスライド板を
さらに備え、前記第二トレーが第一方向に沿って前記第一トレーに近づく方向に向かって
運動される時に、前記スライド板は、前記第二トレー上で前記第一方向と反対の第二方向
に沿ってスライドし、これにより、前記スライド板は、前記紙止め棚を押し動かして、前
記紙止め棚を前記第二トレーの周りで前記第一トレーに近づく方向へ運動させ、前記第二
トレーが前記第一トレーの中に収容されると、前記紙止め棚は、前記第一トレーと前記第
二トレーとの間に収容されることを特徴とする紙止め棚の固定装置。
【請求項２】
　前記第一トレーには、複数の第一ラックを有する突出ブロックが設けられ、前記第二ト
レーには、第一歯車及び第二歯車が装着され、前記第一歯車には、前記突出ブロックの第
一ラックと組み合わせられる複数の第一歯状物が設けられ、前記第二歯車には、前記第一
歯車の第一歯状物と組み合わせられる複数の第二歯状物が設けられ、前記スライド板には
、前記第二歯車の第二歯状物と組み合せられる複数の第二ラックが設けられ、
　前記突出ブロックは、前記第一歯車及び前記第二歯車を介して、前記スライド板が前記
第二トレー上でスライドするように駆動することを特徴とする請求項１に記載の紙止め棚
の固定装置。
【請求項３】
　前記第二トレーが前記第一方向に沿って前記第一トレーに近づく方向に向かって運動さ
れると、前記突出ブロックの複数の前記第一ラックは、前記第一歯車の複数の前記第一歯
状物と相互に噛合して、前記第一歯車を駆動して第三方向に回転させ、これにより、前記
第一歯車の複数の前記第一歯状物は、前記第二歯車の複数の前記第二歯状物と相互に噛合
して回転して、前記第二歯車を駆動して前記第三方向に反対の第四方向に回転させ、これ
と同時に、前記第二歯車の複数の前記第二歯状物は、前記スライド板の複数の前記第二ラ
ックと相互に噛合して回転して、前記スライド板を駆動して前記第二トレー上で前記第二
方向に沿ってスライドさせることを特徴とする請求項２に記載の紙止め棚の固定装置。
【請求項４】
　前記スライド板には、スライド溝が設けられ、前記第二トレーには、前記スライド溝と
組み合わせられるリブが突設され、前記リブには、２つの第一取付孔が設けられ、２つの
第一留め部品が前記スライド板のスライド溝を貫通した後、前記リブの２つの第一取付孔
にそれぞれ螺合されることによって、前記スライド板は前記第二トレーに装着されること
を特徴とする請求項２または３に記載の紙止め棚の固定装置。
【請求項５】
　前記スライド板には、複数の支持脚がさらに突設され、前記スライド板が前記第二トレ
ーに装着されると、複数の前記支持脚は、前記第二トレーの上面に当接されて前記スライ
ド板を支持することを特徴とする請求項２から４のいずれか一項に記載の紙止め棚の固定
装置。
【請求項６】
　前記第二トレーには、前記第一歯車及び前記第二歯車を装着するための固定柱がそれぞ
れ突設され、各固定柱は、第二取付孔を備え、前記第一歯車には、第一貫通孔が設けられ
、前記第二歯車には、第二貫通孔が設けられ、前記固定柱が前記第一歯車の前記第一貫通
孔及び前記第二歯車の前記第二貫通孔をそれぞれ貫通した後、２つの第二留め部品が各固
定柱の前記第二取付孔内にそれぞれ螺合されることによって、前記第一歯車及び前記第二
歯車は前記第二トレーに装着されることを特徴とする請求項２から５のいずれか一項に記
載の紙止め棚の固定装置。
【請求項７】
　前記第二トレーには、止め部品がさらに突設され、前記止め部品は、第二トレーの上面
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から垂直に突出する当止壁と、前記当止壁に直交して配置される支持壁と、を備え、
　前記スライド板の一端の側面には、前記第二トレーの前記当止壁と組み合わせられる切
欠きが設けられ、
　前記第二トレーが前記第二方向に沿って前記第一トレーから離れる方向へ運動される時
に、前記スライド板は前記第二トレー上で前記第一方向に沿ってスライドし、前記スライ
ド板の前記切欠きは、前記止め部品の前記当止壁に当止されることを特徴とする請求項１
から６のいずれか一項に記載の紙止め棚の固定装置。
【請求項８】
　前記紙止め棚は、連接部と、連接部の縁から延在する阻止部と、を備え、前記連接部は
、複数の垂直片を有し、前記スライド板は、前記連接部の複数の前記垂直片を介して前記
紙止め棚を押し動かし、前記第二トレーが前記第一トレーの中に収容されると、前記紙止
め棚の前記阻止部は前記第一トレーと前記第二トレーとの間に収容されることを特徴とす
る請求項１から７のいずれか一項に記載の紙止め棚の固定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固定装置に関し、特にプリンターに用いられる紙止め棚（ｐａｐｅｒ－ｐｒ
ｅｓｓｉｎｇ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）の固定装置（ｍｏｕｎｔｉｎｇ　ａｐｐａｒａｔｕ
ｓ）に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プリンター或いはコピー機等の印刷用装置は、インプットトレーから印刷用紙を入れら
れた後、イメージを前記印刷用紙に印刷して、前記印刷用紙のサイズに基づいて前記印刷
用紙を対応するアウトプットトレーに送って排出する。事務室等の人が多い所において、
１つのプリンターが多くのユーザーにより使用されるため、前記プリンターの異なるアウ
トプットトレーには、通常大量の印刷用紙が置かれている。従って、前記プリンターに対
して、紙止め棚を取り付けて、印刷された後のペーパーを支持してそれをアウトプットト
レーの中に留めることを必要とする。
【０００３】
　プリンターを使用する場合、インプットトレーを引き出して、その中に印刷用紙を置く
。インプットトレーがプリンターの中から引き出されると同時に、前記紙止め棚は開かれ
る。しかし、インプットトレーを押してプリンターの中に収納した後、前記紙止め棚は、
自らに閉じてプリンターの中に固定できないため、前記紙止め棚は前記アウトプットトレ
ーと相互に干渉して、プリンターの正常的な作動に影響を与える問題が発生する可能性が
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は、上記の問題点を考慮してなされたものであり、プリンターの紙止め
棚が印刷用紙トレーと干渉せずに、正常に閉めることができる紙止め棚の固定装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために、本発明に係る紙止め棚の固定装置は、第一トレーと、前記
第一トレーに装着される第二トレーと、前記第二トレーに回転可能に枢着される紙止め棚
と、前記第二トレーにスライド可能に装着されるスライド板と、を備える。前記第二トレ
ーが第一方向に沿って前記第一トレーに近づく方向に向かって運動される時に、前記スラ
イド板は前記第二トレー上で前記第一方向と反対の第二方向に沿ってスライドし、これに
より、前記スライド板は、前記紙止め棚を押し動かして、前記紙止め棚を前記第二トレー
の周りで前記第一トレーに近づく方向へ運動させ、前記第二トレーが前記第一トレーの中
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に収容されると、前記紙止め棚は、前記第一トレーと前記第二トレーとの間に収容される
。
【発明の効果】
【０００６】
　従来の技術とは異なり、本発明の紙止め棚の固定装置において、第二トレーが第一方向
に沿って第一トレーに近づく方向に向かって運動する際に、スライド板は第二トレー上で
第二方向に沿ってスライドする。これにより、前記スライド板は、前記紙止め棚を押し動
かして、前記紙止め棚を前記第二トレーの周りで前記第一トレーに近づく方向へ運動させ
る。前記紙止め棚が前記第一トレーと前記第二トレーとの間に収容される際に、前記第二
トレーは前記第一トレーの中に収容される。従って、本発明の紙止め棚の固定装置によっ
て、紙止め棚と印刷用紙トレーとの干渉を防止する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施形態に係る紙止め棚の固定装置の分解図である。
【図２】図１に示した紙止め棚の固定装置のスライド板を示す図である。
【図３】図１に示した紙止め棚の固定装置の第１段階の作動状態にある。
【図４】図１に示した紙止め棚の固定装置の第２段階の作動状態にある。
【図５】図１に示した紙止め棚の固定装置の第３段階の作動状態にある。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１及び図２に示すように、本発明の実施形態に係る紙止め棚の固定装置は、第一トレ
ー１１０と、第一トレー１１０に装着される第二トレー１２０と、第二トレー１２０に回
転可能に枢着された紙止め棚１３０と、第二トレー１２０にスライド可能に装着されたス
ライド板１４０と、を備える。第一トレー１１０及び第二トレー１２０は、電子装置によ
り印刷された後のペーパーを収容するために用いられる。前記電子装置は、プリンター又
はコピー機等の装置である。
【０００９】
　第一トレー１１０の紙止め棚１３０に近い箇所には、突出ブロック１１１が設けられて
いる。突出ブロック１１１の端面には、複数の第一ラック１１１１が設けられている。第
二トレー１２０には、第一歯車１２１及び第二歯車１２２が装着されている。第一歯車１
２１の円周方向には、突出ブロック１１１の複数の第一ラック１１１１に対応して、複数
の第一歯状物（ｔｅｅｔｈ）１２１１が設けられている。第二歯車１２２の円周方向には
、第一歯車１２１の第一歯状物１２１１に対応して、複数の第二歯状物１２２１が設けら
れている。また、第一歯車１２１には、第一貫通孔１２１２が設けられている。第二歯車
１２２には、第二貫通孔１２２２が設けられている。
【００１０】
　スライド板１４０には、第二歯車１２２の第二歯状物１２２１と組み合せられる複数の
第二ラック１４１が設けられている。また、スライド板１４０には、細長い形状でスライ
ド板１４０の長手方向に沿って延在しているスライド溝１４２が設けられている。スライ
ド溝１４２は、スライド板１４０を貫通している。第二トレー１２０のスライド板１４０
のスライド溝１４２に対応する箇所には、細長い形状のリブ１２３が突設されている。リ
ブ１２３の長手方向の両端には、第一取付孔１２３１が設けられている。第二トレー１２
０は、複数（本実施形態では２つ）の第一留め部品１２４を備えている。２つの第一留め
部品１２４は、スライド板１４０のスライド溝１４２を貫通した後、リブ１２３の２つの
第一取付孔１２３１にそれぞれ螺合される。これにより、スライド板１４０は第二トレー
１２０に装着される。さらに、スライド板１４０の第二トレー１２０に対向する表面には
、複数の支持脚１４３が突設されている。スライド板１４０が第二トレー１２０に装着さ
れると、前記複数の支持脚１４３は、第二トレー１２０の上面に当接されてスライド板１
４０を支持する。
【００１１】
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　また、第二トレー１２０には、第一歯車１２１及び第二歯車１２２を装着するための固
定柱１２５がそれぞれ突設されている。各固定柱１２５は、第二取付孔１２５１を備える
。固定柱１２５が第一歯車１２１の第一貫通孔１２１２及び第二歯車１２２の第二貫通孔
１２２２をそれぞれ貫通した後、２つの第二留め部品１２６が各固定柱１２５の第二取付
孔１２５１内にそれぞれ螺合されることによって、第一歯車１２１及び第二歯車１２２は
、第二トレー１２０に装着される。第二トレー１２０の第一歯車１２１及び第二歯車１２
２の近傍には、止め部品１２７がさらに突設されている。止め部品１２７は、第二トレー
１２０の上面から垂直に突出する当止壁１２７１と、当止壁１２７１に直交して配置され
る支持壁１２７２と、を備える。スライド板１４０の一端の側面には、第二トレー１２０
の当止壁１２７１と組み合わせられる矩形の切欠き１４４が設けられている。
【００１２】
　紙止め棚１３０は、略「Ｌ」字状を呈する連接部１３１と、連接部１３１における第一
トレー１１０に近接する縁から延在する略矩形の阻止部１３２と、を備える。連接部１３
１の縦向き部と横向き部との連接部位には、前記横向き部から垂直に突出する複数の垂直
片１３３を有する。連接部１３１における複数の垂直片１３３の両側には、円柱状の枢軸
１３４がそれぞれ設けられている。第二トレー１２０の片側の側辺には、２つの円筒状の
取付部１２８が設けられている。連接部１３１の２つの枢軸１３４は、第二トレー１２０
の２つの取付部１２８と組み合わせられて、紙止め棚１３０を第二トレー１２０に枢着さ
せる。また、紙止め棚１３０において、連接部１３１の長さは、阻止部１３２の長さより
大きい。初期位置では、第二トレー１２０は、第一トレー１１０の中に収容され、紙止め
棚１３０の阻止部１３２は、第一トレー１１０と第二トレー１２０との間に収容される。
【００１３】
　図３乃至図５に示すように、第二トレー１２０が第一トレー１１０内から引き出される
過程において、つまり、第二トレー１２０が第一トレー１１０から遠く離れる方向（これ
を第二方向と定義する）へ運動すると、突出ブロック１１１の複数の第一ラック１１１１
は、第一歯車１２１の複数の第一歯状物１２１１と相互に噛合して、第一歯車１２１を駆
動して第四方向に回転させる。これにより、第一歯車１２１の複数の第一歯状物１２１１
は、第二歯車１２２の複数の第二歯状物１２２１と相互に噛合して回転して、第二歯車１
２２を駆動して前記第四方向と反対の第三方向に回転させる。これと同時に、第二歯車１
２２の複数の第二歯状物１２２１は、スライド板１４０の複数の第二ラック１４１と相互
に噛合して回転して、スライド板１４０を駆動して第二トレー１２０上で前記第二方向と
反対の第一方向に沿ってスライドさせる。
【００１４】
　第二トレー１２０が第一トレー１１０に対して極限位置まで引き出されると、スライド
板１４０の切欠き１４４が止め部品１２７の当止壁１２７１と互いに当接するので、第二
トレー１２０が引き続き引き出されることが防止される。このとき、紙止め棚１３０の連
接部１３１が回転されるので、阻止部１３２は、第一トレー１１０と第二トレー１２０と
の間から退出される。
【００１５】
　他方で、第二トレー１２０が第一トレー１１０に近づく方向（即ち、前記第一方向）へ
運動されると、突出ブロック１１１の複数の第一ラック１１１１は、第一歯車１２１の複
数の第一歯状物１２１１と相互に噛合し、第一歯車１２１を駆動して前記第三方向に回転
させる。これにより、第一歯車１２１の複数の第一歯状物１２１１は、第二歯車１２２の
複数の第二歯状物１２２１と相互に噛合して回転して、第二歯車１２２を駆動して前記第
四方向に回転させる。これと同時に、第二歯車１２２の複数の第二歯状物１２２１は、ス
ライド板１４０の複数の第二ラック１４１と相互に噛合して回転して、スライド板１４０
を駆動して第二トレー１２０上で前記第二方向に沿ってスライドさせる。これにより、ス
ライド板１４０は、連接部１３１の複数の垂直片１３３を介して、紙止め棚１３０を押し
動かして、紙止め棚１３０を第二トレー１２０の周りで第一トレー１１０に近づく方向へ
運動させる。従って、紙止め棚１３０の阻止部１３２は、第一トレー１１０と第二トレー
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１２０との間に再び収容され、第二トレー１２０は、第一トレー１１０の中に再び収容さ
れる。
【００１６】
　本実施形態において、前記第一方向は、第二トレー１２０が第一トレー１１０に向かっ
て回収される方向であり、前記第二方向は、第二トレー１２０が第一トレー１１０から離
れて移動する方向であり、前記第三方向は、時計方向であり、前記第四方向は、反時計方
向である。
【００１７】
　上記の実施形態から分かるように、本発明において、第二トレー１２０が前記第一方向
に沿って第一トレー１１０に近づく方向に向かって運動する際に、スライド板１４０は、
第二トレー１２０上で前記第二方向に沿ってスライドする。これにより、スライド板１４
０は、紙止め棚１３０を押し動かして、紙止め棚１３０を第二トレー１２０の周りで第一
トレー１１０に近づく方向へ運動させる。紙止め棚１３０が第一トレー１１０と第二トレ
ー１２０との間に収容される際に、第二トレー１２０は第一トレー１１０の中に収容され
る。これにより、紙止め棚１３０と第一トレー１１０との干渉を防止する。
【００１８】
　以上、本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本発明は前記実施形態に限
定されるものではなく、本発明の範囲内で種々の変形又は修正が可能であり、該変形又は
修正も又、本発明の特許請求の範囲内に含まれるものであることは、言うまでもない。
【符号の説明】
【００１９】
　１１０　　　　第一トレー
　１１１　　　　突出ブロック
　１１１１　　　第一ラック
　１２０　　　　第二トレー
　１２１　　　　第一歯車
　１２１１　　　第一歯状物
　１２１２　　　第一貫通孔
　１２２　　　　第二歯車
　１２２１　　　第二歯状物
　１２２２　　　第二貫通孔
　１２３　　　　リブ
　１２３１　　　第一取付孔
　１２４　　　　第一留め部品
　１２５　　　　固定柱
　１２５１　　　第二取付孔
　１２６　　　　第二留め部品
　１２７　　　　止め部品
　１２７１　　　当止壁
　１２７２　　　支持壁
　１２８　　　　取付部
　１３０　　　　紙止め棚
　１３１　　　　連接部
　１３２　　　　阻止部
　１３３　　　　垂直片
　１３４　　　　枢軸
　１４０　　　　スライド板
　１４１　　　　第二ラック
　１４２　　　　スライド溝
　１４３　　　　支持脚



(7) JP 2014-5152 A 2014.1.16

　１４４　　　　切欠き



(8) JP 2014-5152 A 2014.1.16

【図１】



(9) JP 2014-5152 A 2014.1.16

【図２】

【図３】



(10) JP 2014-5152 A 2014.1.16

【図４】

【図５】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

